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いよいよ後期後半スタート!
新しい年を迎え，学校にも子どもたちの元気な声と笑顔がもどり，

いよいよ令和３年度のまとめのシーズンが始まりました。
後期後半は，６年生が卒業まで42日，１年生から５年生までは44日

の登校日数の予定です。これまでの頑張りを振り返り，４月から始ま
る新しい学年に向けての準備を進める時期ともなります。短いですが，
とても大切な期間となります。子どもたちの成長や頑張りを大いに認
めながら，充実した毎日になるよう，子どもたちとともに頑張ってい
きたいと思っております。
さて，今日の「冬休み明け集会」では，１・３・５年代表の３人が

冬休みの思い出や後期後半のめあてを発表してくれました（発表内容は次号で紹介します）。私からは，
冬休みの振り返りと「新型コロナウィルス・オミクロン株」についての話をし，最後に，この短いけれ
ど大切な期間をみんなで健康に過ごし，目当て達成に向けて頑張ろうと呼びかけました。
令和４年は，オミクロン株による感染急拡大で始まってしまいましたが，このコロナ禍が終息に向か

い，良い一年になることを願っております。保護者の皆様も健康にご留意ください。本年も，これまで
と変わらぬご支援，ご協力をどうかよろしくお願いいたします。

「強烈」「恐ろしい」「半端ない」，オミクロン株の感染力の強さをどう表現したらぴったりなのか…。
デルタ株の３～４倍の感染力ともいわれていますが，年明けの国内の感染者数を示すグラフの急激な伸
びを見ると，いったいどこまで伸びていくのだろうかと不安になります。秋田県内でも市中感染が確認
されましたので，今後似たような動向を示すのではないかと心配です。
今日の集会で子どもたちにも話しましたが，一番に心配なのはなによりも子どもたちの「健康」です。

そして，次が「学習の保障」です。感染者が出た場合には臨時休業となり，学習の遅れを取り戻すため
の対応（例：放課後の学習・春休みの出校等）が必要となります。このことが子どもたちの負担になら
ないようにするためにも，できる限り感染対策に取り組んでおく必要があると思います。ただし，強烈
な感染力ですので，いつ，誰が感染してもおかしくないとも思います。もしも感染してしまったら，そ
れはもうしかたないことですので，決してその人を責めるようなことがあってはならないと思います。
これまでも同様のお願いをしてきておりますが，改めて新型コロナウィルス感染症対策へのご協力を

お願いいたします。


